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ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
を
も
う
一
度
読
ん
で
み
る 

―
同
志
社
の
原
点
を
考
え
る
―

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

レ
ー
ス
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
現
地
の
新
聞
や
新
島
自
身
が
書

き
残
し
た
草
稿
や
文
章
の
中
に
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
話
が
挿
入
話
と

し
て
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。
本
稿
で
は
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ

ー
ル
か
ら
１
５
０
年
と
な
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
同
志
社
が
創
設
さ
れ

る
発
端
と
な
っ
た
新
島
の
ア
ピ
ー
ル
を
振
り
返
り
、
同
志
社
の
原
点

を
考
え
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

現
地
新
聞
が
報
じ
た
新
島
の
ア
ピ
ー
ル  

　

　
新
島
の
ア
ピ
ー
ル
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
た
資
料
の

1
つ
に
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
と
い
う
地
元
の
新
聞
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
新
聞
に
は
、
新
聞
記
者
が
聞
き
取
り
、
理
解
し
た

新
島
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
学
校
設
立
に
関
す
る
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

　

The church in Kobe has no educational institution

 

は
じ
め
に  

　

　
今
か
ら
１
５
０
年
前
の
１
８
７
４
年
10
月
9
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
グ
レ
イ
ス
教
会
で
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
第
65
回
年
次
大
会
が
最
終
日
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
、
新
島
襄
は
日
本
に
向
か
う
宣
教
師
と
し
て
あ
い

さ
つ
の
た
め
登
壇
し
、
そ
の
壇
上
で
聴
衆
に
向
か
っ
て
宿
志
を
吐
露

し
、
５
，
０
０
０
ド
ル
の
寄
付
の
約
束
を
得
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
寄
付
の
約
束
が
、
翌
年
に
開
校
し
た
同
志
社
英
学
校
開
校
の
原

資
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
に
新
島
が
話
し
た
内
容
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
語
る
人
に

よ
っ
て
内
容
が
少
し
ず
つ
異
な
り
ま
し
た
。
学
校
の
設
立
を
訴
え
た

と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
大
学
の
設
立
を
訴
え
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

あ
る
い
は
、
日
本
で
の
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
た
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
新
島
が
実
際
に
話
し
た
言
葉
を
現
代
人
の
私
た
ち
が
正
確
に
ト
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（
以
下
波
線
、
筆
者
付
記
）, but she m

ust have som
ething of 

the kind. It is repulsive to the Japanese m
ind to beg, but 

I fear w
e m

ust beg for that, for Christ says, ask and ye 
shall receive. Therefore I ask you to give help enough 
to start this training institution, to raise up teachers and 
preachers to help som

e 33,000,000 people.
T

he R
utland W

eekly H
erald, O

ctober 15, 1874

よ
り
引
用

　
神
戸
の
教
会
に
は
教
育
施
設
が
な
い

た
め
、
教
師
や
伝
道
者
を
育
て
る
施
設

を
始
め
た
い
と
い
う
趣
旨
で
発
言
が
受

け
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
か
ら

は
学
校
の
目
的
は
わ
か
り
ま
す
が
、
学

校
の
種
類
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
執

筆
し
た
記
者
が
、
新
島
が
日
本
で
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
た
も
の
が
何
か
、

は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ

う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
時
の
新
島
の
演
説
が
、
年
次
大
会

に
集
ま
っ
た
人
々
の
心
を
打
ち
、
５
，

０
０
０
ド
ル
に
及
ぶ
寄
付
の
約
束
が
集

ま
っ
た
こ
と
は
事
実
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
同
志
社
英
学
校
開
校
時
か
ら
5
年
ほ
ど
の
間
、
新
島
が
使
用

し
て
い
た
帳
簿
（
新
島
遺
品
庫
資
料　
上
０
２
４
７
「
同
志
社
出
納

簿
」）
の
最
初
の
収
支
に
は
、
1
月
1
日
と
日
時
が
付
さ
れ
「O

n　

hand from
 A

m
erican Friends 5,000.00

」
と
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
実
か
ら
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の
成
果
は
同
志
社

英
学
校
開
校
の
基
礎
に
な
り
、
運
営
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
窺

わ
れ
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
ア
ピ
ー
ル
は
同
志
社
最
初
の
募
金
活
動

伊谷賢造「寄付を訴える新島」1965年

「同志社出納簿」（部分）1875年

60



L E C T U R E

で
あ
り
、
新
島
の
成
功
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

 
学
校
の
設
立
か
、
大
学
の
設
立
か  

　

　
以
降
、
新
島
は
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
様
々
な
場
所
で
披
露
し
て
い
ま
す
。
最
も
古
い
記
録
の
1
つ

に
、
英
学
校
開
校
か
ら
3
年
目
の
１
８
７
８
年
4
月
27
日
付
で
ま
と

め
ら
れ
た
、
外
務
卿
寺
島
宗
則
に
宛
て
て
書
い
た
と
さ
れ
る
弁
明
書

の
草
稿
（
新
島
遺
品
庫
資
料　
上
０
０
７
７
「
同
志
社
経
営
に
関
し

て
政
府
へ
の
弁
明
」
１
８
７
８
年
4
月
27
日
付
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
草
稿
を
読
む
と
、
同
志
社
に
対
し
て
、
外
国
資
本
に
頼
る
ば
か
り

に
、
そ
の
出
資
者
の
傀
儡
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
、
政
府
か
ら
疑

義
が
呈
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
草
稿
中
で
ラ
ッ
ト
ラ

ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
が
冒
頭
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
学
校

に
関
す
る
記
述
は
次
の
通
り
で
す
。

　
明
治
七
年
十
月
之
事
な
り
き
、
襄
米
国
へ
滞
在
之
末
最
早
帰
朝
せ

ん
と
思
立
し
折
柄
耶
蘇
信
徒
之
大
集
会
あ
り
し
、
襄
も
辞
別
旁
出
席

し
其
坐
ニ
而
衆
人
に
向
ひ
、
帰
国
之
上
日
本
ニ
一
之
学
校
を
設
立
致

し
度
宿
志
を
吐
露
し
、
且
微
力
ニ
而
到
底
確
立
之
見
込
も
無
之
協
力

ノ
人
ハ
無
き
哉
と
開
陳
せ
し
に
（
後
略
）

『
新
島
襄
全
集
』
第
1
巻
9
頁

　
米
国
か
ら
の
寄
付
は
、
受
け
取
っ
た
以
上
は
同
志
社
の
所
有
に
帰

す
る
も
の
で
あ
り
、
寄
付
者
の
意
志
は
介
在
し
な
い
こ
と
を
、
新
島

は
こ
の
草
稿
に
明
記
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
寄
付
の
成
り
立

ち
を
説
明
す
る
際
に
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
表
記
は
「
学
校
」
で
し
た
。
ま
た
文

字
通
り
の
意
味
と
い
う
よ
り
も
、
学
校
と
し
て
の
同
志
社
英
学
校
、

そ
し
て
、
そ
の
英
学
校
を
設
立
し
運
営
し
て
い
る
結
社
同
志
社
を
指

し
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
点
を
境
に
表
現
が
統
一
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

１
８
８
２
年
11
月
に
新
島
が
ま
と
め
た
草
稿
に
「
同
志
社
学
校
設
立

弁明書草稿1878年4月27日付

61



レクチャー

ノ
由
来
」
と
い
う
手
書
き
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。
同
志
社
設
立
に
至

る
経
緯
を
ま
と
め
た
資
料
で
、
海
外
で
広
め
た
見
聞
か
ら
教
育
の
重

要
性
に
気
が
付
い
た
こ
と
や
岩
倉
使
節
団
随
行
の
経
験
、
ラ
ッ
ト
ラ

ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
と
そ
の
時
に
起
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
2
ド

ル
を
寄
付
し
た
農
夫
と
寡
婦
）な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

ア
ピ
ー
ル
に
使
用
し
た
学
校
に
該
当
す
る
箇
所
は
次
の
通
り
で
す
。

　
（
前
略
）
予
ノ
朋
友
過
半
其
ノ
会
ニ
趣
ケ
ル
ヲ
以
テ
、
予
ヲ
勧
メ

其
会
ニ
臨
マ
シ
メ
予
ヲ
シ
テ
契
〔
訣
〕
別
ノ
詞
ヲ
述
シ
ム
、
予
敢
テ

之
ヲ
辞
セ
ス
、
遂
ニ
壇
上
ニ
昇
リ
数
千
ノ
聴
衆
ニ
向
ヒ
予
ノ
平
素
ノ

願
望
ヲ
吐
露
シ
、
真
正
ノ
教
育
ニ
ヨ
ラ
サ
レ
ハ
真
正
ノ
文
化
ハ
期
シ

難
ク
、
我
同
胞
三
千
万
ヨ
ノ
幸
福
ハ
一
ニ
教
育
ノ
其
ノ
宜
ヲ
得
ル
ニ

係
ル
ヘ
ケ
レ
ハ
、
方
今
本
邦
維
新
変
更
ノ
際
苟
モ
本
邦
ヲ
愛
ス
ル
ノ

士
人
ニ
シ
テ
豈
傍
観
坐
視
ス
ベ
ケ
ン
、
予
帰
朝
ノ
後
必
ラ
ス
一
ノ
大

学
ヲ
設
立
シ
以
本
邦
ニ
竭
ス
所
ア
ラ
ン
ト
ス
（
後
略
）

『
新
島
襄
全
集
』
第
1
巻
33
―
34
頁

　
新
島
は
こ
の
草
稿
を
作
成
す
る
際
に
、
そ
れ
ま
で
書
き
残
し
て
い

な
か
っ
た
事
柄
を
い
く
つ
か
盛
り
込
み
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
ラ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
と
の
関
係
で
、
新
島
は
岩
倉
使
節
団
随
行
の

際
に
欧
米
諸
国
を
訪
問
す
る
中
で
教
育
と
文
化
の
進
歩
に
関
連
性
を

見
出
し
、「
何
ツ
カ
帰
朝
セ
ハ
一
ノ
私
立
大
学
ヲ
設
立
シ
、
我
邦
家

ニ
竭
サ
ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
新
島
は
西
欧
文
明
と

教
育
と
の
関
係
、
こ
の
関
係
に
寄
与
す
る
大
学
の
存
在
意
義
を
確
信

し
た
こ
と
を
大
学
設
立
の
動
機
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
通
り
解

釈
す
れ
ば
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
を
実
施
す
る
前
に
、
新
島

は
大
学
設
立
を
期
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

大
学
設
立
運
動
を
本
格
化
さ
せ
た
き
っ
か
け
の
１
つ  　

　
残
さ
れ
た
新
島
の
資
料
を
見
る
限
り
、
１
８
８
２
年
11
月
以
降
、

「
学
校
」
と
し
て
い
た
表
現
が
「
大
学
」
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
理

由
の
1
つ
が
、
草
稿
作
成
の
9
ヶ
月
前
の
出
来
事
が
関
係
し
て
い
る

草稿「同志社学校設立ノ由来」1882年11月
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よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
新
島
の
日
記
『
日
抄
』
に
は
、
１
８
８
２

年
1
月
12
日
の
項
目
に
、「
此
夜
、
土
倉
氏
、
法
学
ノ
為
予
ニ
五
千

円
ヲ
投
ス
ル
事
約
セ
リ
」
と
あ
り
ま
す
。
土
倉
氏
と
は
、
土
倉
庄
三

郎
を
指
し
ま
す
。
土
倉
は
吉
野
の
山
林
で
財
を
成
し
た
人
物
で
、
自

ら
の
子
弟
を
同
志
社
に
学
ば
せ
た
人
物
で
す
。
そ
の
土
倉
が
法
学
の

た
め
に
５
，
０
０
０
円
を
投
じ
る
約
束
を
し
た
と
あ
り
ま
す
。
も
う

少
し
具
体
的
な
記
録
が
『
同
志
社
大
学
記
事
』（
新
島
遺
品
庫
資
料

　
上
０
０
３
２
「
同
志
社
大
学
記
事
」
年
不
詳
）
に
あ
り
ま
す
。
最

初
の
ペ
ー
ジ
に
「
創
立
ノ
事
」、
上
部
に
「
発
端
」
と
記
さ
れ
、
大

学
設
立
を
考
え
る
に
至
る
文
章
が
続
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
１
８
８
１

年
10
月
中
旬
に
土
倉
と
古
澤
滋
が
新
島
の
自
宅
を
訪
れ
た
際
に
、

「
偶
々
談
大
学
ノ
事
ニ
及
ビ
古
沢
氏
尤
モ
大
学
ノ
必
要
ヲ
談
セ
ラ
ル
、

襄
亦
私
立
大
学
ノ
要
旨
ヲ
語
リ
且
同
志
社
ニ
於
テ
其
計
画
ア
ル
事
ヲ

談
セ
シ
カ
バ
土
倉
氏
之
ヲ
賛
成
シ
応
分
尽
力
セ
ン
事
ヲ
約
セ
ラ
ル
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
後
に
新
島
は
土
倉
と
大
阪
で
会
っ
た
よ
う
で
、

「
五
千
円
ノ
株
ヲ
二
十
口
募
ラ
バ
事
容
易
ニ
成
ル
ベ
シ
ト
、
而
カ
シ

テ
予
ハ
其
一
株
ト
シ
テ
五
千
円
ヲ
出
金
ス
ベ
シ
」
と
記
し
、
５
，
０

０
０
円
と
い
う
金
額
の
根
拠
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、

新
島
の
自
筆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
島
の
行
動
を
記
録
さ
せ
た
も

の
で
す
。
そ
の
後
、
１
８
８
２
年
1
月
に
新
島
が
土
倉
か
ら
寄
付
を

約
束
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
新
島
の
大
学

設
立
運
動
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

同
志
社
大
学
設
立
運
動
で
使
用
さ
れ
た
ア
ピ
ー
ル  

　
以
降
、
新
島
は
大
学
設
立
運
動
、
言
い
換
え
れ
ば
大
学
設
立
の
賛

同
者
を
求
め
、
寄
付
を
集
め
る
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

際
に
同
志
社
を
紹
介
す
る
文
章
と
し
て
作
成
さ
れ
た
冊
子
の
１
つ
に

「
同
志
社
設
立
の
始
末
」（
新
島
遺
品
庫
資
料
上
０
０
０
４
「
同
志
社

設
立
の
始
末
」
１
８
８
３
年
4
月
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
は
、
大
学
設
立
運
動
開
始
直
後
の
１
８
８
３
年
4
月
に

刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
新
島
の
密
出
国
か
ら
山
本
覚

馬
と
の
同
志
社
結
社
ま
で
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
冊
子
で
は
、
こ
れ

ま
で
概
要
し
か
述
べ
て
い
な
か
っ
た
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の

「同志社大学記事」年不詳
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内
容
が
詳
し
く
記
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
す
。

　
凡
そ
何
れ
の
国
を
問
は
ず
苟
も
真
正
の
文
化
を
興
隆
せ
ん
と
欲
せ

ば
須
ら
く
人
智
を
開
発
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
社
会
の
安
寧
を
保
全
せ

ん
と
欲
せ
は
必
ず
真
正
の
教
育
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
方
今
我
邦

日
本
に
於
て
は
現
に
戊
辰
の
変
乱
を
経
て
旧
来
の
陋
習
を
破
り
、
封

建
の
迷
夢
を
醒
し
て
明
治
の
新
政
を
行
ふ
の
際
、
社
会
の
秩
序
破
れ

紀
綱
紊
れ
人
心
帰
着
す
る
所
を
知
ら
ず
、
今
日
に
於
て
我
日
本
に
真

正
の
教
育
を
布
き
、
以
て
治
国
の
大
本
を
樹
立
し
以
て
人
智
を
開
発

し
、
以
て
真
正
の
文
化
を
興
隆
せ
ん
と
欲
せ
ば
宜
し
く
欧
米
文
化
の

大
本
た
る
教
育
に
力
を
用
ひ
さ
る
可
ら
ず
、
回
顧
す
れ
ば
今
を
去
る

十
一
年
前
、
襄
の
郷
国
に
あ
り
し
や
当
時
の
国
勢
日
々
に
危
き
に
瀕

す
る
を
観
て
憂
憤
の
心
に
堪
へ
す
、
慨
然
五
大
洲
歴
遊
の
念
を
発
し
、

一
片
訣
別
の
辞
も
な
く
父
母
弟
妹
郷
友
に
別
れ
衣
食
住
の
計
も
な
く
、

幕
府
の
大
禁
を
犯
し
て
一
身
の
窮
困
を
顧
み
ず
愈
々
蹶
て
愈
々
奮
ひ

生
命
を
天
運
に
任
せ
て
成
業
を
万
一
に
期
し
、
孤
行
単
立
長
風
万
里

の
波
濤
を
越
へ
遂
に
貴
国
（
ア
メ
リ
カ
、
執
筆
者
註
）
に
渡
米
せ
し

も
亦
、
只
真
正
の
開
明
文
化
と
真
正
の
自
由
幸
福
と
を
我
日
本
国
に

来
さ
ん
こ
と
を
祈
る
の
丹
心
に
外
な
ら
ず
、
顧
ふ
に
我
邦
同
胞
三
千

余
万
将
来
の
安
危
禍
福
は
独
り
政
治
の
改
良
に
存
せ
ず
、
独
り
物
質

的
文
明
の
進
歩
に
存
せ
ず
、
一
に
教
化
の
烈
徳
其
力
を
効
し
教
育
の

方
針
其
宜
を
得
る
と
否
と
に
係
は
る
こ
と
昭
々
乎
と
し
て
復
た
疑
ふ

べ
き
に
非
ず
、
今
や
襄
貴
国
紳
士
諸
友
と
袖
を
分
て
恙
な
く
我
国
に

帰
る
を
得
ば
必
ず
一
の
大
学
を
設
立
し
、
之
が
光
明
を
仮
り
て
我
国

運
の
進
路
を
照
し
、
他
日
日
本
文
化
の
為
に
聊
か
涓
埃
の
報
を
効
す

所
あ
ら
ん
と
す
、
嗟
呼
満
場
の
聴
衆
諸
君
よ
襄
の
赤
心
寔
に
是
の
如

し
、
誰
か
襄
が
心
情
を
洞
察
し
幸
ひ
に
斯
の
一
片
の
素
志
を
翼
賛
す

る
者
ぞ

『
新
島
襄
全
集
』
第
1
巻　
73
―
74
頁

　
新
島
が
主
語
と
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
文
章
で
あ
り
、
冊
子
の
責
任

者
と
し
て
新
島
の
名
前
が
あ
り
、
文
章
が
新
島
を
主
語
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
冊
子
の
内
容
は
新
島
が
監
修
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
最
初
に
紹
介
し
た
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
の
内
容
と

は
ず
い
ぶ
ん
と
異
な
り
、
具
体
的
な
叙
述
が
増
し
て
い
ま
す
が
、
お

よ
そ
9
年
前
の
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
内
容
に
相
違
が
あ
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
か
と
思
い

ま
す
。
あ
る
い
は
、
事
前
準
備
な
く
実
施
し
た
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
が
、

帰
国
後
に
こ
と
あ
る
ご
と
に
披
露
す
る
こ
と
で
、
論
理
的
に
ま
と
ま

っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ア
ピ
ー
ル
に
は
続
け
て
、
約
５
，
０
０
０
ド
ル
の
寄
付
の
約

束
を
取
り
付
け
、
2
ド
ル
を
寄
付
し
た
農
夫
と
寡
婦
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
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に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
大
学
設
立
運
動
開
始
当
初
か
ら
、
新
島
は

ア
ピ
ー
ル
に
続
く
一
連
の
出
来
事
を
同
志
社
の
ル
ー
ツ
の
説
明
と
し

て
活
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

 

お
わ
り
に  

　
同
志
社
大
学
設
立
運
動
に
お
い
て
、
以
降
も
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア

ピ
ー
ル
は
使
用
さ
れ
、「
大
学
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

同
志
社
関
係
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
資
料
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨

意
」
で
は
、「
大
学
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

岩
倉
使
節
団
と
欧
米
を
歴
訪
し
た
こ
と
で
「
他
日
我
邦
に
帰
ら
ば
、

必
す
一
の
私
立
大
学
を

設
立
し
、
以
て
我
が
国

家
の
為
め
に
微
力
を
竭

さ
ん
こ
と
を
誓
ひ
た
り

き
」、
そ
し
て
、
ラ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル

の
際
に
は
「
誓
つ
て
此

の
事
業
に
向
つ
て
微
力

を
尽
さ
ん
こ
と
を
欲

す
」
と
表
現
し
て
い
ま

す
（『
新
島
襄
全
集
』
第
1
巻
、
１
３
１
頁
）
こ
こ
に
あ
る
「
事
業
」

が
大
学
設
立
運
動
で
あ
る
こ
と
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
文
脈
か
ら
も
明

ら
か
で
す
。

　
新
島
が
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
で
述
べ
た
言
葉
が
、「
学
校
」

か
、「
大
学
」
か
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
、
新

島
自
身
の
言
葉
の
使
い
方
も
一
定
で
は
な
い
こ
と
は
資
料
が
示
す
通

り
で
す
。
し
か
し
、
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
の
内
容
が
、
密
出

国
の
動
機
や
岩
倉
使
節
団
で
の
体
験
と
結
び
つ
き
、
次
第
に
洗
練
さ

れ
て
い
く
様
を
資
料
で
追
っ
て
い
く
と
、
か
つ
て
考
え
て
い
た
こ
と
、

言
葉
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
後
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
新
島
在
世
中
の
同
志
社
は
、
将
来
像
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
財
政
的
に
も
、
教
学
的
に
も
、
学
生
数
の
点

に
お
い
て
も
大
き
く
発
展
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
紹
介
し
た
ラ
ッ
ト

ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
を
順
序
だ
て
て
そ
の
成
り
立
ち
や
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
は
、
新
島
が
目
指
し
た
同
志
社
大
学
の
本
質
を
理
解
す
る

一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
掲
載
資
料
は
す
べ
て
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵

同志社が準備していた大学用地（大学所有地）
「同志社所有地明細図」（部分）1890年
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